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日本の「朝日Jだ !

▼
東
京
ド
ヤ
街
盛
衰
記
―
―
日
本

の
象
徴

・
山
谷
で
生
き
る
　
▼
風

樹
茂
　
山
谷
を

「戦
後
日
本
の
お

じ
捨
て
場
」
と
表
現
す
る
著
者
の

視
点

・
生
き
方
が
ま
ず
独
特
で
あ

る
。
「東
京
ド
ヤ
街
」
（
＝
山
谷
）

の

「盛
衰
」
も
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

話
の
本
筋
と
は
直
接
関
係
の
な
い

著
者
の

「独
自
」
も
本
書
の
読
み

ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。
さ
て
、

著
者
が
山
谷
で
会

っ
た
田
口
武
彦

さ
ん
と
い
う
ひ
と
り
の
労
働
者
の

生
死
の
真
実
を
追

っ
て
い
く
の

が
、
本
書
の
中
心
の
ス
ト
ー
リ
ー

で
あ
る
。

著
者
は
田
口
さ
ん
を
「山

谷
版

無
法
松
の

一
生
」
だ
と
と

ら
え
、
田
口
さ
ん
の
故
郷
を
訪
れ

る
）́
山
谷
の
地
を
這
う
著
者
の
視

燎
か
ら
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
や

ら
の
虚
妄
が
よ
り
よ
く

（？
）
見

え
る
の
だ
ろ
う
、
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
は
長
続
き
し
な
い
」
と
実
に
明

確
だ
。本
書
終
章
の
タ
イ
ト
ル
は
、

一人
生
の
帰
結
」
。
こ
の
寒
い
冬

だ
か
ら
こ
そ
じ
っ
く
り
読
み
た
い

一
冊
だ
。
（
１２

・
・０
刊
、
二
五
六

百
Ｔ

本
体
八
〇
〇
円

。
中
公
新
書

ラ
ク
レ
）

高齢化が進み生活保護受給者が増えたドヤ街の現状を描いた本

【書籍紹介】『東京ドヤ街盛衰記 日本の象徴・山谷で生きる』風樹茂/中公新書ラクレ/
840円

日雇い労働者の集まる東京・山谷。その地に流れ着いたある男の半生を追いながら、そ

の町の変貌を描 く異色のルポ。かつて働 く者であふれた町も高齢化が進み、いまでは生活

保護受給者たちが増え毎月多額の生活保護費が流れ込むという山谷の現状とは。

※週刊ポス ト2014年 1月 24日 号

―2a々 ,1,|
山
谷
か
ら
「人
生
の
帰
結
」
を
考
え
る

『
東
京
ド
ヤ
街
盛
衰
記
』

風
樹
茂
著

「
あ
し
た
の
ジ
ョ

利
一
の
舞
台

と
も
な

っ
た
東
京

・
山
谷
は
日
雇

い
労
働
者
の
街
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
。
し
か
し
現
在
、
ド
ヤ

（
簡

易
旅
館
）
の
数
は
減
少
し
、
宿
泊

者
の
多
く
は
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
と
い
う
。
か
つ
て
知
り
合

っ

た
あ
る
労
働
者
の
消
患
を
追
い
つ

つ
、
ド
ヤ
衡
の
今
音
を
克
明
に
綴

る
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
。
著
者
は
山
谷

の
現
在
に
、
格
差
が
広
が
る
日
本

の
来
来
を
重
ね
合
わ
せ
る
。

（
中
公
新
書
ラ
・ク
レ
、
８
０
０
円
）

東
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